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　　　★　マメと暮らす 8
　
　　　僕は毎朝コーヒーを飲みます。で、毎度豆をゴリゴリと挽くのですが
　　　ミルをゴリゴリ回していると色んなことがアタマをよぎります。

　　　別になんてこったないことが浮かぶ分には構わないのですが、あんまりネガティブなことや
　　　イライラするようなマイナスっぽいものが浮かんできた時は、努めて「無」になるようにします。
　　　負の感情とともに挽いた豆で淹れたコーヒーはやっぱあんまり美味しくないように思うのです。

　　　なので、コーヒー豆を挽いてるとき、そしてポットからお湯を注いでいるときは
　　　僕にとってちょっとした瞑想タイムになってます。氣分は、胡麻豆腐を作る修行僧です。知らんけど。　　（三）

　
　　　ゆらねの主な予定

　　　9/9（月）秋のこころとからだ＠京田辺市
　　　9/12（木）暦とカラダのお話会＠京都市
　　　9/15（日）出張推拿と占い＠里の駅大原さん
　　　9/21（土）出張推拿＠マルシェノグチさん（京都二条）
　　　10/5（土）暦とカラダのお話会＠交野市
　　　10/28（月）酒×占night＠おさけカフェpetiti*petitiさん

　　　詳しくは http://www.yurane-seitai.com/
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　　　笑顔にしちゃうハンモック屋さんの試乗会

　　　以前ゆらねで開催した「手作りハンモックの
　　　ワークショップ」から幾年月を重ね、ようやく
　　　自立式木製スタンドの完成形がみえてきました。

　　　つきましては、ハンモックに試乗していただき
　　　忌憚ない意見を頂戴できればと思っています。
　　　9/6（金）12～14時、ゆらねにて。ご協力を～！



　　　　★　レイキとダンシャリ

　
　　　どこででも生きていけるようになる！

　　　目的を決めてダンシャリしましょう、とよく言うらしい。
　　　自分の目的は今まで考えても考えても、
　　　そりゃぁ…身軽になりたいから、と
　　　それしか思いつかんかったけれど
　　　先日やっと、しっくりくる言葉を見つけたのが
　　　冒頭の一文。

　　　モノに頼らない自分で在りたいと思う。
　　　レイキなんて正にそうで。
　　　自分的な一例としては身体の変化によって、
　　　何処へ行くにも薬を持ち歩いていた自分から
　　　解放されて、とても楽チンになったことは大きい。

　　　何かと災害も多くなってきているから
　　　余計に、身一つで生きていけたらと思うのかも。

　　　レイキで色んなケアが出来ることは、
　　　この時代にとても役に立つと思っている。

　　　ま…ダンシャリはストップしているけれどね…
　　　ぼちぼちいきます。
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　　　【文・編集】　ゆらね推拿担当 三木哲哉

　　　陰陽五行の自然観を学びながら、
　　　整体や養生のことをお伝えしています。
　　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。
　　　tetsuya.miki@yurane-seitai.com

　　　【新聞連載】　「ちいさないきもの」担当　mu-ran

　　　中医学の考えをベースに日々楽しく暮らしています。
　　　家スイナ、移動スイナ、夜スイナは現在育児休業中ですが、
　　　臨機応変に対応致します。
 
　　　tel 09096113230  mail　ikumi-n.13@ezweb.ne.jp
　　　twitter　＠mimiosumaseva

　　　★　西洋と東洋の氣の違い

　　　ここ最近インバウンド効果のせいなのかなんなのか
　　　外国（主に欧米）の方に施術をする機会が
　　　多くあったのですが、西洋の方にヒーリングすると
　　　わりと反応が良好ですごい！よかった！！
　　　といったリアクションがとても大きい。

　　　もちろん日本を含めた東洋系の方でも
　　　そういった反応はありますが、相対的にみて
　　　西洋の方のほうが「アメージング！！」的な
　　　リアクションが多いような。

　　　じゃぁ、実際氣の流れ方は東洋と西洋で
　　　違いがあるのか？と言えば、僕の感覚では
　　　それほど差異は感じられません。

　　　なので、西洋の方にそういう好意的な感想が
　　　多く聞かれるのは、自分の感じたことをそのまま素直に
　　　表現しておられるるだけなのかな？って。

　　　正しいとか間違ってるではなく、自身が感じたままに
　　　伝えているだけで、そこにはお世辞や氣遣いのような
　　　ものもあんまりないようにも感じます。

　　　欧米ではレイキがとても広くひろまった一因として
　　　そういった背景もあるのかな？なんて。

　　　レイキの本場日本、そして京都でレイキを受けたい！
　　　という方が探して、サロンにやって来られる今日この頃
　　　いい旅の思い出になってくれたらうれしいです　（三）


